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2026年度市場取引に向けた需給調整市場システム
（MMS）の開発における課題、対応状況（中間報告）

ならびにシステム切替方針について

一般社団法人電力需給調整力取引所

２０２５年６月３日

第５６回需給調整市場検討小委員会・
第７３回調整力の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料６



1はじめに

⚫ 本日は、2026年度向け市場取引（週間市場の前日化ならびに約定ブロック時間の3時間

⇒30分ブロック化、他）対応の開発状況、ならびにシステム切替方針についてご報告。

✓ 開発における課題ならびに対応状況（中間報告）

✓ システム切替方針
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１．開発における課題ならびに対応状況

（１）取引スケジュールの見直し

（２）低圧リソースの導入対応

２．システム切替方針

３．事業者への説明会の開催について

４．まとめ



3１．開発における課題ならびに対応状況
（１）取引スケジュールの見直し

⚫ 現状の週間市場の取引に用いる複合約定ロジックの約定処理（最適化計算）は、基本的

に公開期限である15時までには処理を完了できるが、最適化計算に要する時間は複数の

要因によるため、稀頻度ケースにおいては15時に完了できると言い切れない。このため、公開

期限を最長16時まで延長することを2023年3月28日の需給調整市場検討小委員会

（以下、「本小委員会」という）において整理いただいた。

出所）第37回需給調整市場検討小委員会（2023.3.28）資料4-2
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⚫ 前日化に伴い計算対象が1/7に減少（7日分⇒1日分）するのに対し、ブロック時間の30

分化によって6倍に増加（8ブロック⇒48ブロック）することから、計算対象が微減(約86％)

するのみであり、2026年度取引においても引続き同等の約定処理時間が必要となる。

⚫ しかしながら、前日市場後には後工程（下げ調整力不足対応）が控えているため、2026

年度以降の前日断面においてはこれら業務面も含めた対応が必要である。

１．開発における課題ならびに対応状況
（１）取引スケジュールの見直し

土曜
（8ブロック）

日曜
（8ブロック）

月曜
（8ブロック）

火曜
（8ブロック）

水曜
（8ブロック）

木曜
（8ブロック）

金曜
（8ブロック）

火曜（48ブロック）

2025年まで

2026年度から

2025年度まで

一日あたり8ブロック × 7日分

＝ 56ブロック

2026年度から

一日あたり48ブロック

比率

48ブロック / 56ブロック ＝ 約86％

＜計算対象ブロック数の変化イメージ＞



5１．開発における課題ならびに対応状況
（１）取引スケジュールの見直し

出所）第55回需給調整市場検討小委員会（2025.4.15）資料4

⚫ この点、前回2025年4月15日の本小委員会において、前日取引化後の前日断面における

後工程への影響や、下げ調整力不足時の処理フロー時間不足への対応について議論され、

2026年度の前日取引化後の市場約定処理時間としては、原則60分（14時～15時）

以内に処理を完了するよう整理いただいた。
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⚫ ハードウェアリプレースによる計算処理性能の向上を図るとともに、最適化計算の更なる多重

並列化に取り組みながら開発を進めているところ。

１．開発における課題ならびに対応状況
（１）取引スケジュールの見直し

土曜日 1~8ブロック

日曜日 1~8ブロック

月曜日 1~8ブロック

火曜日 1~8ブロック

水曜日 1~8ブロック

木曜日 1~8ブロック

金曜日 1~8ブロック

土曜日 1~8ブロック
日曜日 1~8ブロック

月曜日 1~8ブロック

火曜日 1~8ブロック

水曜日 1~8ブロック

木曜日 1~8ブロック
金曜日 1~8ブロック

～2023年度取引
（シリアル処理）

2024年度取引～
（7並列処理）

1~3ブロック

4~6ブロック

43~45ブロック

46~48ブロック

2026年度取引～
（16並列処理）

＜約定処理の高速化イメージ＞

※ 並列数の増加に伴いオーバーヘッド(共通リソー
スの競合)が増加することで、１ブロック当たりの
処理時間が期待通り短くならないため、並列効
果、開発上のリスク回避、新ハードウェアのCPU
搭載状況等を考慮し16並列としたもの
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⚫ 開発ベンダの工場環境にて検証を行ったところ、15時までには処理を完了できる見通し。

但し、実際に運用するハードウェアに搭載した時にどの様な性能を示すのか確認が必要。

工場環境より処理性能の高い計算機を準備しているが、ソルバの特性との整合性によって

必ずしも処理時間が短くならないことから、今後の試験の中で検証を重ねる。

⚫ 万一、MMS約定処理が15時までに完了しなかった場合にも、エリア内約定、かつ複合約定

ロジック無しのリカバリWebアプリによる約定結果に切り替えることで市場取引を完了させる。

⚫ 検証結果を本小委員会に報告し、必要により対応策をご相談させていただきながら2026年

度の取引開始に向けた準備を進めていく。

１．開発における課題ならびに対応状況
（１）取引スケジュールの見直し
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⚫ 前スライドまでの現行週間商品の取引スケジュール見直しに合わせて、前日市場の応札開始

時間についても、2023年8月17日の本小委員会にて整理いただいた「応札不足への対応に

ついて（取引スケジュール変更）」に基づき、応札開始時間の30分前倒しの対応を進めてい

るところ。

１．開発における課題ならびに対応状況
（１）取引スケジュールの見直し

出所）第41回需給調整市場検討小委員会（2023.8.17）資料4
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１．開発における課題ならびに対応状況

（１）取引スケジュールの見直し

（２）低圧リソースの導入対応

２．システム切替方針

３．事業者への説明会の開催について

４．まとめ
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⚫ 「次世代の分散型電力システムに関する検討会」等において整理された低圧リソースに関する

リスト・パターンやアグリゲート数の上限値に基づき詳細な業務フローを検討し、運用やアセスメ

ントに必要な情報を明確にしたうえでBP規格を整理。これをもとにMMSのシステム改修を

進めているが、将来、大規模なアグリゲート数の調整力提供者が市場に参加してきた場合、

MMS経由で一般送配電事業者に提出するファイルの一部（基準値計画、機器点計画）

において、ファイルの容量がMMSの許容値（60MB）を超えることが判明したことから、MMS

外での提出方法を検討中。

⚫ 検討結果に基づく運用方法ついては、事業者説明会等を通じて調整力提供者ならびに

一般送配電事業者に周知し、適切に運用できるよう準備を進める。

１．開発における課題ならびに対応状況
（２）低圧リソースの導入対応

MMS

調整力
提供者

一般
送配電
事業者

データ登録
MAX値まで可

ファイルサイズが
60MB以内

ファイルサイズが
60MB超過

データ取得

MMSにて
提出可

MMSにて提出不可 ⇒ 別手段にて提出
（詳細検討中）

＜ファイルの提出方法＞
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⚫ また、全ての項目を上限値で設計するのはシステム的には非現実的であることを踏まえ、

適切に対応中。

例えば、全ての調整力提供者が10万件をアグリゲートするわけではないことから、登録上

はすべての調整力提供者が上限値まで登録できるようにはするものの、取引に使用する

データの保存領域としては現実的な値で開発を進めているところ。

１．開発における課題ならびに対応状況
（２）低圧リソースの導入対応

＜イメージ＞

本件を倉庫に例えた場合、
入口のサイズはMAXサイズの荷物が入るように設計するが、
倉庫の容量は、搬入する全ての荷物がMAXサイズではなく、
小さいサイズも含めた現実的なサイズ、個数に合わせて建設。
全ての荷物をMAXサイズで設計すると巨大な倉庫で
少しの荷物を管理することになり不経済。
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１．開発における課題ならびに対応状況

（１）取引スケジュールの見直し

（２）低圧リソースの導入対応

２．システム切替方針

３．事業者への説明会の開催について

４．まとめ
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⚫ 2025年度向け市場取引では、システム切替の直後から2025年度向けの運用とさせ

ていただいた。これは、2024年度までは毎年新たな商品区分の追加を行っていたのに

対し、2025年度向けでは初めて既存の商品区分の取引単位を変更したことから、

MMSをはじめとする各事業者のシステム改修をシンプルにすることを目的に、2024年2

月7日の本小委員会においてご報告し、ご了承いただいたもの。

⚫ 2026年度向けについても同様に、システム切替後より2026年度取引開始とさせてい

ただく。なお、本件については今年1月17日の事業者説明会（調整力提供者向け、

一般送配電事業者向け）において概要を説明し、特に異論はいただかなかった。

２．システム切替方針

出所）需給調整市場2025年度取引に向けた
需給調整市場システム切替に関する
説明会（2025.1.17）資料
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１．開発における課題ならびに対応状況

（１）取引スケジュールの見直し

（２）低圧リソースの導入対応

２．システム切替方針

３．事業者への説明会の開催について

４．まとめ
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３．事業者への説明会の開催について

日時 2025年7月31日（木）10時～12時（一送向け）、14時～16時（事業者向け）

開催方法 オンライン（Webex）

内容

•   2026年度需給調整市場取引開始に向けた機能増強の概要について

•   2026年度需給調整市場取引開始に向けたスケジュールについて

システム切替：2026年3月12日(木)夜～13日(金)朝 ＜予定＞

• 需給調整市場システム切替における留意事項について

対象者

• 一般送配電事業者さま

• 需給調整市場の事業者さま

• 需給調整市場への参加を検討されている事業者さま

• 余力活用に関する契約の締結もしくは検討されている事業者さま

• 調整力公募へ参加済もしくは参加を検討されている事業者さま(沖縄のみが対象)

募集方法
• 電力需給調整力取引所ならびに一般送配電事業者のホームページに案内を掲載

• 申込期間、申込みサイト：別途ＨＰ等にてお知らせ

⚫ 下記のとおり、需給調整市場の2026年度取引に向けた需給調整市場システムの切替に
関する説明会を開催する予定です。
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１．開発における課題ならびに対応状況

（１）取引スケジュールの見直し

（２）低圧リソースの導入対応

２．システム切替方針

３．事業者への説明会の開催について

４．まとめ



17４．まとめ

⚫ 本日は2026年度向け市場取引の開発状況、ならびにシステム切替方針について報告させ

ていただいた。

今後も開発の進捗に合わせ、検証結果を踏まえた報告をさせていただくので引き続きご指導・

ご鞭撻をお願いしたい。

⚫ 引き続き、安定的な市場取引および透明性・公平性の高い市場運営を実現するよう努めて

参ります。
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